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【概要】 
 １ 成果の内容 

(1) 広域連携法人の特徴 
県内外の広域連携法人※１の先進事例調査から、連携法人の主な事業、果たしてい

る役割、参画する集落営農法人にもたらされている効果等の特徴と取組の意義は、
図のとおりに整理されます。 

※1 広域連携法人とは、複数の集落営農法人を中心に一戸一法人・農協等が出資者となって設

立されている法人です。中国地方で設立が先行し、近年は県内でも設立が確認されています。 

２ 留意事項 
本レポートの詳細については、報告書（別冊）を参照してください。 

【試験データ等】 
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図 広域連携法人の特徴と取組意義 

集落営農法人（集落法人） 集落法人 集落法人 その他(農協等)

広域連携法人（連携法人）

取組の意義

上記のことから、今後、連携法人は、地域水田農業の維持及び担い手確保・育成に果たす役割
が一層高まると想定され、連携法人の取組は、集落法人の担い手不足・収益確保等の課題
解決ための一手段となり得る

◆主な事業
農作業受託:共同防除、水田・転作作物の
基幹作業等
機械・施設の共同利用：連携法人で整備
したものを貸す・集落法人所有のものを借
り上げて利用等
資材等の共同購入：共通の肥料や農薬等
の資材
＋各々の課題解決と収益確保のための事
◆果たしている役割
集落法人の維持・発展のための補完的な
役割(通常の農作業は各集落法人で実施)
担い手確保・育成の役割(従事者の雇用、
事業に係る出役者への対価の支払い)

◆将来展望
事業拡大(作業受託内容・面積の拡充等)
担い手確保・育成(集落法人や連携法人における若手従業員の登用、出資法人間のオペレー
ターの融通、人材育成の体制整備等)

◆集落法人にもたらされる効果
コスト削減：機械の稼働面積向上による農機
具・機械費の低減、資材の大口ロット発注によ
る購入単価の削減
農作業の効率化・省力化：作業委託，機械・
施設の共同利用等による作業負担の低減や作業
能力の向上
品質安定化：作業委託、機械・施設の共同利用
等で適期・適切な作業が可能
雇用・仕事の創出：広域事業の展開により、
集落法人単位では困難な専従者やオペレーター
を連携法人で確保
信頼関係の向上：連携活動による情報共有

複数の集落法人等が出資し、連携法人を設立して連携活動を展開

◆共通課題：担い手不足(従事者の高齢化等)、収益確保(コスト削減の限界、機械等の更新資金等)


